
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 計画

中間評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し

●全職員による共通理解と共通実践 ●職員アンケートで「めあて」「まとめ」
「振り返り」の場面において、ステップ３ま
で到達した授業を実践できたと回答した
教員８０％以上

・各教科で、「振り返り」のやり方を生徒に説明をする。
「振り返り」ができる「めあて」の設定をすることを校内
研修で確認・伝達をする。

川口、犬塚、中尾、
堤

○学習内容の定着に向けた分かりやす
い授業の実践

○「各教科の授業がわかる」と回答した
生徒８０％以上

・「授業づくりのステップ１・２・３  Vol.２」を踏まえ、「ス
テップ３」の場面をを設定する。
・各教科における「基礎的・基本的知識及び技能」を身
に付けさせるための手立てを明確にし、授業で実践す
る。研究授業を各教科１本実施する。

吉田、宮﨑、柗下

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて「自
分の道徳性が高まっている」と回答した
生徒８０％以上

・人権講演会（人権集会）や道徳に関するアンケートを
実施する。
・道徳科の授業づくりに関する校内研修等を実施し、教
材研究力と指導力を高める。

永田、大野、小出

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○学校がいじめ防止に取り組んでいると
回答する生徒８０％以上
○いじめ防止について組織的対応がで
きていると回答した教員８０％以上

・毎週末に生活アンケートを実施する。必要に応じて、
個別に教育相談を行う。
・道徳や学活を中心に未然防止の取組を行う。
・いじめの認知や定義について年度当初に確認する。
毎月の生徒指導協議会や連絡会で情報交換をしたり、
指導方法を検討したりする。

小出、牟田、永田

○生徒行動目標「東中生みんなで頑張
るHGS」よい挨拶、時間の管理、自問清
掃の実践

○挨拶ができる生徒８０％以上
○時間を守り行動できる生徒８０％以上
○自分で考えて掃除ができる生徒８０％
以上

・各部の年間計画に基づき、学校全体、学年、学級、
部活動などすべての教育活動を通じ、習慣化を図る。
・教師も生徒も一緒になって、挨拶や自問清掃を行う。
・教師側の早めの行動や総務部が企画したノーチャイ
ムの実施で、時間を守り行動するようにする。

原、石松、安武、徳
久

◎自らの夢や目標の実現に向けて努力
する気持ちを高める教育活動の推進

◎将来の夢や目標を持つ生徒８０％以
上
○物事に粘り強く取り組む生徒７０％以
上

・すべての教科等、学校行事を通して夢や目標につい
て自ら考えさせる場面を設ける。また、活動後に振り返
る時間を設け、次にどうつなげて行くのかを考える場面
を設定する。

小出、牟田、永田

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

○「健康に食事は大切である」と考える
生徒８０％以上
○朝食を摂る生徒９０％以上

・月1回発行の保健だよりや給食だよりに「健康に食事
は大切である」ことを気付かせる記事を示す。
・家庭科の授業や保健体育の保健の授業、給食時間、
学活を通して、朝食の大切さを再認識する指導を行う。

原、吉田、德久

○健康や体づくりについて意識づくりの
促進

○部活動や社会体育、文化活動に積極
的に取り組む生徒８０％
○感染症予防を徹底している生徒９０％

・部活動の顧問を複数体制とし、常に臨場指導を行う。
また、感染症対策として休業日の部活動の際には、顧
問生徒の体温チェックを欠かさず行うようにする。
・部活動や社会体育、文化活動の意義を踏まえた指導
と適正なあり方について、保護者会と連携を図る。
・給食の黙食を徹底する。

牟田、小出

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する

・定時退勤日を設定し、退勤を促す。
・勤務時間の長い職員に個別の面談を行う。
・夏季休暇５日の完全取得と年休７日以上の全員取得
を促す。

教頭

○より適正な部活動の推進と健康管理
体制の充実

○教育委員会が示す部活動ガイドライ
ンや「部活動活動方針」に基づき、適正
な部活動を目指す
○教職員のメンタルヘルス対策を推進
する

・部活動休養日を「部活動活動方針」に定め、実施を徹
底し、保護者に周知する。
・管理職は時間外勤務が多い教職員に対する産業医
（学校医）による面接を奨励する。毎月、健康情報誌
Smileを活用し職員のメンタルヘルスに対する意識を高
める。

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し

○不登校対策の推進 ○不登校及び不登校傾向の生徒に対す
る体制づくりの促進

○教育相談主任を中心に「つなぐ」「働き
かける」をキーワードに、全職員が共通
理解したうえで、不登校の生徒や家庭に
働きかけることにより、不登校生徒の出
席率をあげる。
○新たな不登校生徒を出さないための
未然防止対策に努め、不登校率５％以
下とする。

・「担任+１の家庭訪問」や保護者同伴の「別室登校」、
欠席をした生徒に欠かさず電話連絡を行うなど、保護
者と話をする機会を積極的に作り、保護者の意向を聞
きながら、チームで対応していく。
・自己有用感を高めるための出番をつくり、承認や称
賛を与える。
・学校適応指導教室や関係機関との連携を図る。

柗下、小出、宮﨑

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

学校名 吉野ヶ里町立東脊振中学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・佐賀県学習状況調査において、県平均を上回ることを目指し、今後も継続して授業改善と家庭学習の充実を図る。

・道徳教育の推進と道徳の時間の内容を充実させ心の教育を推進し、自分や他の人の大切さを認め、自らの夢や目標の実現に向けて努力する生徒の育成を目指す。

・今後も、家庭との連携を大切にし、いじめの実態把握と早期対応を徹底する。困ったことや悩みを相談できるように、生徒との日々の関わりを通して、お互いの信頼関係を築く。

・不登校対策については、教育相談部会(毎週開催)、「不登校生徒支援ネットワーク連絡会(毎月開催)」を活用し、教育相談部会や連絡会の充実を目指す。ＳＣ、ＳＳＷ、外部機関等と連携をとりながら支援を継続す

る。

・業務改善・教職員の働き方改革の推進については、次年度も、長時間労働の解消、健康管理体制の充実等の課題について具体的な改善策を検討し、職員の共通理解を図る。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

２　学校教育目標 「　未来へ　～知性・感性・耐性を、共に高める生徒の育成　」

３　本年度の重点目標

１　将来へ向けた確かな学力を身につけさせる（知）

２　道徳教育等により、豊かな心を育てる（感）

３　キャリア教育の視点から自立と豊かな自律を促す（耐）

４　安全で生徒が明るく活動する環境をつくる（耐）

５　業務を改善し、教職員の資質・能力を高める

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

５　総合評価・

　　次年度への展望

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価


